
　すべての児童生徒が学業においても行動においても最大限に
成果を出せるように、全校規模で取り組む行動支援の仕組み。
1996年にアメリカで開発され、現在、全米の初等中等教育学校の
約20％（約2万6000校）が導入。近年、日本でも注目されるように
なってきた。
 「すべての児童生徒」
を対象とすることから、
学校・学級全体を対象
とする第1層（グリー
ン）、そこの指導では行
動を最適にできなかっ
た子どもを対象とする
第2層（イエロー）、さら
に、もっと専門性が求
められる対応が必要と
なる第3層（レッド）の、
それぞれの活動やデー
タ分析などをシステムと
して構築している。

　応用行動分析の枠組みに基づいて、子どもの望ましい行動を引
き出すようなきっかけ・状況（A）を積極的につくり、望ましい行動（B）
ができたら、それに好ましい結果（C）が伴うようにすることで、望まし
い行動を自発しやすく、続けやすい環境をつくっていく。
※『ＰＢＩＳ実践マニュアル＆実践集』より抜粋

※小誌『クラス担任のためのCareer Guidance』は2018年度から年1回の発行となります。

広島大学大学院教育学研究科教授・栗原慎二先生が中
心となり、日本でのPBISの実践を行ってきた小学校～高校

までの先生方の実践例とともに、PBISの考え方や取り組み方を紹介する。
PBISの実践で使えるカードやワークシートも収録されている。

『PBIS実践マニュアル＆実践集』
栗原慎二編著
ほんの森出版

クラス担任のための
特別編集

そ
の
中
で
も
、ま
ず
「
す
べ
て
の
生
徒
へ
の

支
援
」と
な
る
第
1
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、教
師
が
中
心
と
な
っ
て
ク
ラ
ス
全
体

（
学
校
全
体
）に
働
き
か
け
る
部
分
で
、ク

ラ
ス
づ
く
り
へ
の
ヒ
ン
ト
に
満
ち
て
い
る
。

 

『
Ｐ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
＆
実
践
集
』に

よ
る
と
、ク
ラ
ス
で
取
り
組
む
際
に
は
、ま

ず
ク
ラ
ス
全
体
で
「
あ
り
た
い
姿
」や「
大

切
に
し
た
い
価
値
観
」を
話
し
合
い
、そ
れ

を
体
現
す
る
具
体
的
な「
い
い
行
動
」を
挙

げ
て
チ
ャ
ー
ト（
表
）に
す
る（
コ
ラ
ム「
行

動
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
」の
Ａ
）。
そ
し
て
、い
い
行
動

（
同「
行
動
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
」の
Ｂ
）を
目
に
し
た

ら「
あ
り
が
と
う
、よ
か
っ
た
よ
カ
ー
ド
」や

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
カ
ー
ド
」な
ど
を
先
生
が
生

徒
に
贈
っ
た
り
、生
徒
同
士
が
交
換
す
る
。

さ
ら
に
、カ
ー
ド
の
や
り
と
り
を
デ
ー
タ
に

し
た
り
、別
途
ク
ラ
ス
全
体
で
目
標
と
す

る
行
動
が
で
き
た
か
を
表
や
グ
ラ
フ
に
し

て
振
り
返
り
な
ど
も
行
う（
同「
行
動
の
Ａ

Ｂ
Ｃ
」の
Ｃ
）。

　

つ
ま
り
、Ｐ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
を
実
践
す
る
と
、最

初
に「
い
い
行
動
」が
具
体
的
に
な
っ
て
い
る

　

新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
す
る
4
月
は
、さ

ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
生
徒
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ
せ
、

雰
囲
気
づ
く
り
に
力
を
注
ぐ
先
生
は
多
い

は
ず
。
し
か
し
、2
カ
月
経
ち
、3
カ
月
経

ち
、と
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、ク
ラ
ス
に

活
気
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、受
け
身

な
雰
囲
気
が
蔓
延
し
だ
し
た
り
…
。
学
力

の
3
要
素
の
一つ
、「
主
体
性
を
も
っ
て
多

様
な
人
々
と
協
働
し
て
学
ぶ
態
度
」を
育

む
意
味
で
も
、1
年
間
を
通
じ
た
ク
ラ
ス

の
雰
囲
気
づ
く
り
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、今
回
注
目
し
た
の
が
、ア
メ
リ

カ
で
開
発
さ
れ
た
Ｐ
Ｂ
Ｉ
Ｓ（P

ositive 
B
ehavioral Interventions and 
S
upports

／
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
行
動
介
入
と

支
援
）と
い
う
取
り
組
み
。
こ
れ
は
、応
用

行
動
分
析
の
理
論
を
ベ
ー
ス
に
、「
望
ま
し

い
行
動
」を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
結
果
的

に
問
題
行
動
も
減
少
さ
せ
る
も
の
。
学
校

や
学
級
な
ど
の
集
団
全
体
で
シ
ス
テ
ム
と

し
て
行
う
取
り
組
み
だ
（
コ
ラ
ム
参
照
）。

観
的
デ
ー
タ
』を
、『
経
験
』で
は
な
く『
理

論
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
』、『
個
人
』で
は
な

く『
チ
ー
ム
で
』、『
直
観
』で
は
な
く『
熟
議

に
よ
っ
て
判
断
』し
、『
叱
責
や
制
裁
的
指

導
に
よ
っ
て
問
題
行
動
を
減
ら
そ
う
と
す

る
』の
で
は
な
く『
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
介
入
に

よ
っ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
行
動
を
増
や
す
』」

あ
り
方
が
Ｐ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
だ
と
説
く
。

　

と
は
い
え
、い
き
な
り
難
し
い
高
度
な
デ

ー
タ
を
収
集
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
高

校
3
年
生
の
ク
ラ
ス
で
の
実
践
事
例
を
紹

介
し
て
い
る
岡
山
県
立
岡
山
大
安
寺
中

等
教
育
学
校
・
大
西
由
美
先
生
は
、受
験

期
の
生
徒
が
な
る
べ
く
無
理
な
く
継
続
で

き
る
も
の
を
と
、個
人
別
の
カ
ル
テ
方
式

で
Ｐ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
1
学
期

の
最
初
に
ク
ラ
ス
全
体
の「
仲
間（
他
者
）

を
尊
重
す
る
」「
環
境
を
大
切
に
す
る（
安

ス
全
体
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
雰
囲
気
に
つ
な

が
る
。
さ
ら
に
、「
認
め
合
う
」体
験
は
、自

己
効
力
感
を
高
め
、自
主
的
な
行
動
に
も

つ
な
が
り
や
す
く
な
る
の
だ
。

心
・
安
全
・
清
潔
）
」「
時
間
・
自
分
を
大
切

に
す
る
」と
い
う
３
つ
の
行
動
項
目
を
決

定
し
、具
体
的
な
行
動
目
標
は
各
人
が
作

成
。
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
毎
週
、生
徒
は
で
き
た
こ
と

を
チ
ェ
ッ
ク
。
そ
の
際
、「
仲
間
の
よ
い
と
こ

ろ
紹
介
」も
書
き
込
む
よ
う
に
し
、学
級

風
土
の
育
成
を
目
指
し
た
。
5
月
と
7
月

に
は
、望
ま
し
い
行
動
に
つ
い
て
の
自
己
評

価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、そ
の
変
化
を

分
析
。
す
る
と
、受
験
勉
強
が
本
格
化
し

て
い
く
中
で
も
、「
仲
間
を
大
切
に
す
る
行

動
が
で
き
て
い
る
」と
い
う
評
価
ポ
イ
ン
ト

が
女
子
の
中
で
上
が
り
、「
他
の
人
の
役
に

立
ち
た
い
、人
の
よ
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
た

い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
い
う
コ
メ
ン

ト
も
見
ら
れ
た
と
い
う
。

　

同
著
に
は
、他
に
も
、さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー

ス（
学
校
全
体
、部
活
、個
別
支
援
な
ど
）

の
取
り
組
み
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

デ
ー
タ
の
取
り
方
、考
え
方
な
ど
、継
続
的

に
ク
ラ
ス
づ
く
り
を
考
え
る
う
え
で
、大
き

な
ヒ
ン
ト
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ク
ラ
ス
の
目
標
や「
あ
り
た
い
姿
」を
決

め
た
り
、行
動
を
認
め
合
う
ワ
ー
ク
な
ど

は
、こ
れ
ま
で
も
多
く
の
先
生
方
が
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と
で
も
あ
る
。そ
の
よ

う
な
中
で
今
回
注
目
し
た
Ｐ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
大

き
な
特
徴
の
一つ
は
、必
ず「
デ
ー
タ
」に
基

づ
い
て
取
り
組
み
を
分
析
し
、継
続
的
に

進
化
さ
せ
て
い
く
と
い
う
点
に
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
カ
ー
ド
」の
交
換

や
ク
ラ
ス
と
し
て
の
望
ま
し
い
行
動
の
振

り
返
り
は
定
期
的
に
行
い
、必
ず
デ
ー
タ
に

し
て
分
析
す
る
。そ
れ
に
よ
っ
て
効
果
が
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
場
合
は
、ど
ん
な
取
り
組

み
を
行
え
ば
も
っ
と
い
い
行
動
が
で
き
る
か

を
、ク
ラ
ス
全
体
で
再
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
い
う
。

　

編
著
者
で
あ
る
栗
原
慎
二
氏
は
、「『
主

観
的
デ
ー
タ
』で
は
な
く『
蓄
積
さ
れ
た
客

こ
と
で
、ど
ん
な
行
動
を
と
れ
ば
い
い
か
が

明
確
に
な
る
。
そ
し
て
、実
行
し
た
こ
と
が

周
囲
か
ら
認
め
ら
れ
、ま
た「
い
い
行
動
」に

つ
な
が
る
と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
、ク
ラ

高校生の主体的な進路選択を応援する先生のための進路指導・キャリア教育専門誌

編集協力委員を
募集中です

生
徒
が
自
主
的
に
活
動
で
き
る
元
気
な
ク
ラ
ス
。
そ
ん
な
ク
ラ
ス
づ
く
り
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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■ PBISとは

進路指導・キャリア教育の専門誌『キャリア
ガイダンス』に毎号付いている読者アンケー
トや年数回の編集部からのアンケートにご
協力いただけるモニター制度です。編集協
力委員にご登録（無料）いただきますと、
『Career Guidance』と小誌『クラス担任
のためのCareer Guidance』を毎号ご自
宅にお届けいたします。進路指導やキャリ
ア教育に関する最新のテーマやトピックス、
独自の統計データ等が満載の読み応えの
ある内容です。またメールマガジンにて、毎
月2回、リクルート進学総研の各種調査や
教育関連イベントの情報などをタイムリーに
お届けします。ぜひ、充実した情報を先生
方の現場での実践にお役立てください。

編集協力委員の方へは
『Career Guidance』と小誌
『クラス担任のためのCareer Guidance』を
毎号ご自宅宛てに郵送でお届け！

❶お名前  ❷メールアドレス  ❸ご自宅住所
❹勤務先高校名  ❺校務分掌
を明記のうえ、下記アドレスにメールください。
※高校教員以外の方はご応募いただけません。

お申し込み方法

career@r.recruit.co.jp

月2回の
メールマガジンも

配信！

E-mail

●ＰＢＩＳの三層構造

●学級で取り組むＰＢＩＳの「行動のABC」

第3層　レッド
より専門的な支援
全体の５％

第2層　イエロー
リスクの高い子への支援

全体の15％

第1層　グリーン
すべての児童生徒への支援

全体の80％

■ 「強み」が多いほど、学校への親和性が高い

　心身の健康や学業成績と関連があるとされる12の強みの要素
と4つの領域（図）。これらは、それぞれに相乗効果があり、強みの要
素が多い高校生ほど学校への親和性や生活満足度が高まること
が、筑波大学人間系心理学域・飯田順子准教授らの研究で示され
ている。高校生の強みで低かった「自己効力感」「根気強さ」などの
自分への信頼や、「楽観性」などを高める意味でも、ポジティブなフィ
ードバックにあふれたクラスづくりは不可欠と言えるだろう。
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・ 担任が行動を認める
・ 生徒同士で
 行動を認め合う

●高校生の強み領域／個人の強み

●強みの数と学校への親和性 
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※「高等学校における『学校全体メンタルヘルスクリーニング』の実践」調査2016年度より
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